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　歩行者は横断歩道を渡りましょう。
　横断禁止場所での道路横断はやめましょう。「信号無視」や「斜め横断」、「車のかげからの飛び出し」などはと
ても危険な行動です。絶対にやめましょう。

ＳＴＯＰ！ 横断歩道！
ドライバーの皆さんへ！

歩行者の皆さんへ！

　歩行中の方が犠牲となる交通事故が多く発生しています。ご自身の大切な命を守っていただくため、歩行者の皆
さんには道路を安全に横断するための、「簡単で効果的な３つのチェック」を実践していただくようお願いします。
　横断歩道を渡る前に、「車が来ていないかチェック」「車が止まったかチェック」、横断歩道を渡っている間も「車
が来ないかチェック」です。これら「３つのチェック」とともに、車のドライバーに対して、これから道路を横断
するという意思をはっきりと示す「＋１（プラスワン）」アクションを起こしていただくと、さらに効果的です。

運転者は法令上、横断歩道等を横断している、又は、横断しようとしている歩行者等がいるときは、手前で一時停止をして、その通
行を妨げてはいけません。
※道路交通法第３８条「横断歩道等における歩行者等の優先」罰則３月以下の懲役又は５万円以下の罰金
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横断歩行者が
いることを チェック ✓

横断歩道付近の歩行者は横断すると
の前提に立ち、歩行者を見つけたら
手前で止まりましょう。

歩行者と意志の
　 疎通を チェック ✓

ドライバーが歩行者を優先している
ことを、手で表現するなどアクショ
ンで示しましょう。
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ダイヤマークや
　 標識を チェック ✓

横断歩道等があることを示すダイヤ
マークや、横断歩道の存在を示す標
識を確実に確かめましょう。

歩行者を守るための ３つのチェック を実践しましょう！

横断歩道を安全に渡る方法 ３つのチェック✓＋１（プラスワン）

交通ルールを守りましょう！



東京都生活文化スポーツ局 都民安全推進部
https://www.tomin-anzen.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/
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令和４年秋の全国交通安全運動推進要領
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　　　　　東京都新宿区西新宿二丁目８番１号
　　　　　電話０３−５３８８−３１２５ 石油系溶剤を含まないインキを

使用しています。

令和４年秋の全国交通安全運動における
東京都の重点は次に掲げる５項目です。

保護者の方へ 
　都内では、子供の交通事故が多く発生しており、飛び出しや信号無視など子供側に原因のある
事故もあります。
　また、歩行中の交通事故死傷者数を年齢別に見ると、７歳が最多です。
　保護者の方には、普段から交通ルールに関する理解を深めていただき、お子様に道路の安全な
通行方法を今一度教えていただくようお願いします。
高齢者の方へ	
　歩行中の死亡事故をみると、犠牲となった方の半数以上が高齢者です。
　また、高齢歩行者の交通事故の半数以上が、自宅から５００ｍ以内で発生しています。慣れた道
でも、必ず交通ルールを守り、十分な安全確認をお願いします。
全ての歩行者の方へ	
　横断歩道を横断する際には、青信号でも「右・左・右」を確認してから渡るなど、歩行者自身
が「自らの命は自分で守る」安全な行動を実践してください。
　お酒を飲んで道路に寝込んでしまい、車に轢かれる痛ましい事故が発生しています。お酒を飲
んだ時は、家に帰るまで気を引き締めましょう。

子供と高齢者を始めとする歩行者の安全確保重点❶

反射材を活用しましょう 
　日没時間が早くなり、夕暮れ時や夜間の重大事故が増加する傾向にあります。
　歩行者や自転車の方は、明るい服装や反射材用品を身につけるなど、ドライバーに自分の存在
をアピールしましょう。
ライトは早めに点灯しましょう	
　夕暮れ時の事故を防ぐために、車のライトは早めに点灯しましょう。
　ハイビームを適切に使用し、歩行者の存在や前方の状況を早めに把握しましょう。
飲酒運転は絶対にやめましょう	
　飲酒運転は他人の命をも脅かす危険極まりない犯罪行為です。
　車もバイクも自転車も、お酒を飲んだら絶対に運転してはいけません。

夕暮れ時と夜間の歩行者事故等の防止及び飲酒運転の根絶重点❷

　自転車を運転する際は、「自転車安全利用五則」をはじめ、信号の遵守、交差点での一時停止・
安全確認を徹底し交通ルールを守りましょう。二人乗り、並進、傘さし等の片手運転、イヤホン
やスマートフォン等の使用のほか、自転車での飲酒運転は禁止されていますし、事故の原因とな
り危険ですので絶対にしないでください。
　また、自転車を利用する際は、大人も子供もヘルメットをかぶりましょう。

自転車の交通ルール遵守の徹底重点❸

　二輪車の死亡事故の態様としては、単独事故が多くなっています。
　交差点やカーブの手前では、十分に速度を落とし、安全走行を心がけましょう。
　車の間のすり抜けや無理な追い越しは大変危険なので、絶対にやめましょう。
　ヘルメットのあごひもをしっかりと締めて、胸部・腹部を守るプロテクターを着用しましょう。

二輪車の交通事故防止重点❹

　電動キックボードは、車両区分に沿った運転免許証が必要です。歩道通行は禁止されており、
車道を左側通行しなければなりません。飲酒運転は絶対にしてはいけません。交通ルールを守り、
安全に利用してください。

電動キックボード等の交通ルール遵守の徹底重点❺


